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共沈法によるY-Ba-Cu-0系セラミックス超伝導材料の作製
PreparationofSuperconductivitySpecimensintheY-Ba-Cu-0SystembyCoprecipitationMethod
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1.は じ め に

最近,Y-Ba-Cu10系セラミックスにおいて,高い臨界

温度(約90K)を示す高温超伝導体が兄いだされた1'2)｡一

般的な試料作製法は,Y203,BaCO3,CuOを乳鉢ですり

っぷし混合させた後,焼結する方法である.一方,共沈

法 と呼ばれる化学的方法を用いれば,微小で均一な粒子

の混合物を沈毅として得ることが可能である.実際,Ba

-La-Cu-0系セラミックスでは,共沈法を用いて試料を

作製したことが,すでに報告されている3).Y-Ba-Cu-0

系セラミックスにおいても,共沈法を用いて高温超伝導

体を作製することを試みた.
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2.沈澱 作 製 方法

Y:Ba:Cu-1:2:3の比で,それぞれの硝酸塩水

溶液をつくり,激しく撹拝しながら,この当量のシュウ

酸水溶液を加える.この時,次の反応が起こる.

Cu(NO3)2+C20芸--CuC204J+2NO言,
2Y(NOB)3十3C20雲--Y2(C204)3J+6NO盲,
Ba(NOB)2+C20喜一-BaC204J+2NO盲,

この溶液は強酸性である.これらの反応で得られた沈港

をEDX(微細複合組織構造解析システム)で分析すると

BaとCuが少なく,Y:Ba:Cuの比が最初の調合比 と違

う.シュウ酸水溶液の代わりに,シュウ酸カリウム水溶
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図 1 YBa2Cu307_Ⅹセラミックスの電気抵抗率の温度依存性 ;a:共沈法で作製した試料,b:乳鉢で作製した試料
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a 25μ m

a:共 沈法で作製した試料 b:乳 鉢で作製した試料

b  10μ m

図 2 YBa2Cu30?Xセ ラミックス表面のSEM像

液を用い,溶 液のphを調整し,中 性およびアルカリ性に

なるようにした。この場合の沈澱のY:Ba:Cuの 比は最

初の調合比 と一致することがEDXに よる分析で確かめ

られた。

3.焼

こうして得られた粉末を,750°Cで 5時間力日熱分解し

酸化物とした。。 これを25Kgf/mm2で プレスした後,空

気中950°Cで12時間加熱焼結した。冷却は毎分16°Cの速

さで徐冷した。

4 .実 験 結 果

図1は直流 4端子法で測定した超伝導体の電気抵抗率

の温度依存性である。乳鉢で作製した試料より共沈法で

作製した試料のほうが,臨 界温度が高く,超 伝導状態か

ら常伝導状態への遷移温度幅がせまい。なお,一 度焼結

しただけの試料の臨界電流密度は,乳 鉢によるものは

175A/cm2,共沈法によるもの10A/cm2でぁり,共沈法に

よって大きな臨界電流密度の試料が得られる。

また,SEMを 用いて試料表面の観察を行つた結果を図

2に示す.共沈法によって作製した試料の表面のSEM像

をaに 示す。粒径は 1～2μmで ある。予L鉢で作製した試

料の粒径は,共 沈法で作製した試料より大きく,8μmで

ある(b),共 沈法により,粒 径が小さくち密な試料が得

られることが確かめられた。

5.結

本研究では,共 沈法による超伝導材の作製および,乳

鉢で作製する方法と共沈法の比較について示した。共沈

法によって得られた粉末は,よ い超伝導材料の原材とな

ることがわかった。      (1987年 8月 7日受理)
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